
東京オリンピック・パラリンピック競技大会における 

新型コロナウイルス感染症対策調整会議（第２回） 

日時：令和２年９月 23日(水) 17：00～17：40 

場所：総理大臣官邸２階 大ホール 

議 事 次 第 

１．開 会 

２．議 事 

（１）アスリートへの対応について

（２）東京都、大会組織委員会からの発言

（３）有識者からの意見等

３．閉 会 

＜配布資料＞ 

資料１－１ アスリートへの対応の基本的考え方について 

資料１－２ 行動制限を緩和する現行の仕組み（ビジネストラック） 

資料１－３ 国際競技大会における感染防止対策 

資料２－１ （論点①）オリパラにおけるアスリート等の出入国に係る措置のあり方について  

資料２－２ （論点②）東京大会におけるアスリートを中心とする検査のあり方について 

資料２－３ （論点③）アスリートの移動ルールについて 

資料２－４ （論点④）アスリートの大会前後（ホストタウン、事前キャンプ地）の対応について 
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○
ア
ス
リ
ー
ト
が
安
全
・
安
心
な
環
境
の
下
、
万
全
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー
す
る
た
め
に
は
、
徹
底

し
た
感
染
防
止
対
策
と
練
習
等
の
円
滑
な
準
備
活
動
の
両
立
が
必
要
。

○
競
技
会
場
や
選
手
村
等
、
大
会
期
間
中
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
出
入
国
管
理
、
検
査
を
含
め
た
健
康
管
理
、

移
動
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
等
で
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
・
事
後
交
流
、
医
療
体
制
の
確
保
な
ど
、
入
国
～
大
会
～

出
国
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
ご
と
の
感
染
症
対
策
や
ト
ー
タ
ル
で
の
環
境
整
備
・
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
。

⼊ 国

⼤
会
前

移
動

競
技
会
場

練
習
会
場

選
⼿
村

ホ ス ト タ ウ ン 等

︵ 事 前 キ ャ ン プ ︶

ホ ス ト タ ウ ン

︵ 事 後 交 流 ︶

移
動

移
動

移
動

出 国 前

︵ 健 康 管 理 等 ︶

⼤
会
期
間

⼤
会
後

出 国

移
動

移
動

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
対
応
の
基
本
的
考
え
⽅
に
つ
い
て
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料
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－
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⾏
動
制
限
を
緩
和
す
る
現
⾏
の
仕
組
み
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
）

⼊
国
時

（
⽇
本
）

•
出
国
前
72
時
間
以
内
の

検
査
証
明

•
⽇
本
⼊
国
前
14
⽇
間
の

健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

出
国
前

•
空
港
で
の
検
査

•
滞
在
先
と
⽤
務
先
の
往
復

等
に
限
る

•
公
共
交
通
機
関
不
使
⽤

•
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

•
接
触
確
認
ア
プ
リ
の
使
⽤

•
位
置
情
報
の
保
存

⼊
国
後
14
⽇
間
の
⾃
宅
等
待
機
期
間
中
も
、
⾏
動
範
囲
を
限
定
し
た
形
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
可
能
と
す
る

⼊
国
後
14
⽇
間

（
⽇
本
）

帰
国

検
査

⾏
動

管
理

健
康

管
理
等

各
措
置
の
実
施
を
受
⼊
企
業
・
団
体
が
保
証
（
誓
約
書
の
提
出
）

本
邦
活
動
計
画
書

の
提
出

（
参
考
）
各
国
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
調
整
状
況

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

：
9⽉

18
⽇
よ
り
開
始

・
そ
の
他
15
カ
国
・
地
域
（
※
）

：
調
整
中

※
6⽉

18
⽇
の
決
定
に
基
づ
き
協
議
・
調
整
を
開
始
し
た
国

：
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

7⽉
22
⽇
の
決
定
に
基
づ
き
協
議
・
調
整
を
開
始
し
た
国
・
地
域
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、
中
国
、
⾹
港
、
マ
カ
オ
、
ブ
ル
ネ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ラ
オ
ス
、
台
湾

（
注
）
⼊
国
拒
否
対
象
地
域
と
の
間
で
の
イ
メ
ー
ジ

※
⼊
国
後
15
⽇
⽬
以
降
は
上
記
措
置
の
適
⽤
な
し

１
３

４

２
５

(参
考
）

⼊
国
後
14
⽇
間
の
待
機

は
維
持
す
る

レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク

も
各
国
・
地
域
と
の
間

で
別
途
調
整
・
運
⽤
中

実
効
性

の
担
保

６
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料
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（１）選⼿等※がオリパラに関連して国内で⾏われる国際⼤会に出場するため⼊国するケース
（２）選⼿等※が東京⼤会本番に出場するため及び事前キャンプ等に参加するために⼊国するケース

※指導者(監督､コーチ)､トレーナー､練習パートナー､キャディ､スタッフ､ドクター等を含む

→ まず（１）に対する措置から実施し、（２）に対する措置を調整

（注１）別途、IOC､IPC､IFなど⼤会関係者が⼊国するケースについても措置を検討・実施する。
（注２）オリパラに向けて、⽇本を拠点にする⽇本⼈選⼿等が海外⼤会に出場した後、帰国するケースについても

対応していく。

出 国

〇出国前(72時間以内)に検査を受検し、「陰性」の検査証明を取得
※検査証明を取得できない国の扱いは更に検討

〇⼊国前14⽇間の健康モニタリングの提出を求める 等

⼊ 国

［ 健康管理 ］

〇空港において検査を受検(検査結果判明まで、指⽰した待機場所に留まる)

⼊国後
14⽇間

〇健康状態を記録
〇接触確認アプリを使⽤して陽性者と接触した可能性を通知
〇陽性者が判明した場合、さかのぼって⾏動を確認するため、地図アプリで位置
情報保存 等

［ ⾏動管理 ］

〇⽤務先(競技会場、練習場等)と移動⼿段等を記載した活動計画書を事前に提出
〇⾏動計画を遵守する旨の誓約書を提出 等
◆保健当局の意⾒を踏まえ、競技毎の運営⽅法、選⼿村の使⽤ルールについて、
第3回で議論
※ 移動⼿段
〇公共交通機関を利⽤せず、専⽤⾞での移動が原則
◆ホストタウンや地⽅の競技会場等への移動など航空機や新幹線等の利⽤がやむ
を得ない場合に限定的に使⽤（不特定多数との接触を⾏わないため、乗客との
ソーシャルディスタンスの確保する等）

［ 実効性の担保 ］

〇受⼊責任者による管理
◆組織委、国、NOC等で情報共有
◆各国ごとに情報集約・管理を⾏う者を配置
◆⾏動管理に違反したときの措置をルール化 等

オリパラにおけるアスリート等の出⼊国に係る措置のあり⽅について（案）

東京⼤会に関連し、必要な防疫上の措置を講じた上で選⼿等の⼊国を認め、アスリートの特性、⼊
国後想定される活動等を踏まえ、⼊国後14⽇間の⾃宅等待機期間中の活動 （練習や⼤会参加等）を
可能とする仕組みを創設してはどうか。その際、IOC、IPC、IF等と連携しつつ、詳細な検討が必要。

１．検討対象

２．対応案

選⼿村運営上必要な措置として、14⽇間経過後の選⼿村滞在中の管理のあり⽅、⽇本⼈アス
リートの扱いについては第3回で議論。

※ ◆は主に上記（２）に向けて詳細を調整

資料２－１

5



(1) 東京大会、東京大会に関連する大会（テストイベント等）に出場する外国人選手等
(2) 東京大会等に出場する国内在住の日本人選手等
(3) 大会関係者（IOC、IPC、IF等）
(4) 選手等との接触が見込まれる者（ホストタウン・事前キャンプ、選手村担当者等）

出 国

競技会場等

【外国人選手等】 【国内在住の日本人選手等】

○出国前（72時間以内）検査

入 国 ○入国検査

事前キャンプ
・

ホストタウン

検査結果について、速やかに把握・共有するシステムを構築

下記のとおり、ジャーニー（行程）の場面ごとに検査のあり方を検討してはどうか。

・出入国時における防疫施策の一環としての外国人選手等への検査を求めるほか、入国後
もホストタウン・選手村を安全安心な環境とする等大会運営上必要な検査を実施

・国内在住の日本人選手等も大会運営上必要な措置を外国人選手等と同様に実施
※その際、IOC、IPC、IF等と連携しつつ、詳細な検討を進めていくことが必要

○各国際競技団体のガイドライン
等を踏まえた試合前検査

※ 選手村・試合前検査やホストタウン・事前キャンプにおける検査に係る実施頻度等
の検査のあり方、検査体制や陽性者発生時の保健・医療の体制等の確保については、
今後、詳細な検討を進める

[2021年７月上旬以降]
○到着時検査
〇滞在期間中の検査

選手村等
○到着時検査
〇滞在期間中の検査

（ナショナルトレーニングセンター・
事前キャンプ到着時等）

○到着時検査
〇滞在期間中の検査

○各国際競技団体のガイドライン
等を踏まえた試合前検査

【選手等との接触者】

[2021年７月上旬以降]
〇選手滞在期間中の検査

〇選手滞在期間中の検査

○競技期間中の検査

[2021年７月上旬以降]
○到着時検査
〇滞在期間中の検査

東京⼤会におけるアスリートを中⼼とする検査のあり⽅について（案）

１．検討対象

２．対応案

資料２－２
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（１）⼊国空港から選⼿村に直⾏するケース
（２）⼊国空港からホストタウン等を経由して選⼿村に移動するケース
（３）⼤会期間中の選⼿村から競技会場・練習会場等に移動するケース

※⼤会終了後の移動については、経路に合わせて（１）⼜は（２）と同様のルールを想定

アスリートの移動ルールについて（案）

１．検討対象

２．対応案

全ケース共通
○ ホストタウン・事前キャンプ地を含む国内の全⾏程を登録させる。
○ 登録された国内⾏程を基に選⼿等の⼊国から出国に⾄るまでの国内⾏程を網羅的に把握。
○ 選⼿等は、選⼿村と競技会場、練習会場等の間を原則として専⽤⾞両で移動。但し、公共交
通機関の利⽤がやむを得ない場合は限定的に利⽤（航空機、新幹線等）。

○ 選⼿等の移動に関して必要な感染防⽌策については、オリパラにおけるアスリート等の出⼊
国に係る措置や業種別ガイドラインを踏まえ検討。

○ 安全・安⼼な⼤会運営の観点から、選⼿等の国内移動時の具体的な感染防⽌策を策定。
・⼊国時・出国時の空港と選⼿村間の移動 ・選⼿村と競技会場、練習会場等との間の移動
・選⼿村とIBC＜国際放送センター＞/MPC＜メインプレスセンター＞間の移動
・都市間の移動 ・⾃⼰⼿配⾞両等による移動
・荷物の取扱い 等

（２）⼊国空港からホストタウン等を経由して選⼿村に移動するケース
○ ⼤会前のホストタウン交流や事前合宿等のため、選⼿村に直⾏

しない選⼿等は、原則としてホストタウン等が調達する専⽤⾞
両で移動。但し、公共交通機関の利⽤がやむを得ない場合は限
定的に利⽤（航空機、新幹線等）。

○ 選⼿等の受⼊れ⾃治体等は、ホストタウン等への移動時の具体
的な感染防⽌策（移動ルール）を定め、「受⼊れマニュアル」
に記載。

○ 移動ルールの順守を担保する⽅策を検討。

（３）⼤会期間中の選⼿村から競技会場・練習会場等に移動するケース
○ 選⼿村から競技会場・練習会場等への移動は、原則として組織

委が調達する専⽤⾞両で移動。但し、公共交通機関の利⽤がや
むを得ない場合は限定的に利⽤（航空機、新幹線等）。

（１）⼊国空港から選⼿村に直⾏するケース
○ ⼊国後、選⼿村に直⾏する選⼿等は、原則として組織委が調達す
る専⽤⾞両で移動。

⼊
国
空
港

選
⼿
村

⼊
国
空
港

選
⼿
村

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
等

選
⼿
村

練
習
会
場
等

競
技
会
場

※ (１)(２)(３)の全てのケースにおいて、以下の枠組みでアスリートへの対応を検討してはどうか。
その際、IOC、IPC、IF等と連携しつつ、詳細な検討を進めていくことが必要。

資料２－３
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